
《レントゲンの日》

・X線を発見した背景

皆さんは「レントゲンの日」という日を知っていま

すか？この日は、1895年（明治28年）にドイツの

物理学者W.C.レントゲンがX線を発見したことを記

念して制定されたものです。X線の発見は医学や科

学の発展に大きく寄与し、現在でも多くの人々の健康

を支える重要な技術として利用されています。

放射線科だより 令和7年11月28日
診療放射線科 宮本 康生

TOYA KYOKAI HOSPITAL

検査に関する疑問、質問などございましたらお気軽に検査担当技師までお問い合わせください。

・レントゲン週間

日本放射線技師会では、11月2日から8日までの期間を「レントゲン

週間」として制定しています。この期間中は、医療の現場で欠かせない

X線技術の重要性について社会全体で理解を深めること、そして放射線

技師が果たしている専門的な役割をより多くの人に知ってもらうことが

目的とされています。

レントゲンは真空管に高電圧をかける実験中、近くに置かれた蛍光

紙が光る現象に気づき、この未知の放射線を「X線」と名付けました。

彼はX線が厚い本も通り抜けることを確かめ、その性質を研究した結果、

医学に大きな革新をもたらし、体内の骨や臓器を非侵襲的に観察でき

るようになったことで診断技術が大幅に進歩しました。レントゲンは

この功績によって1901年の第1回ノーベル物理学賞を受賞し、その影

響は物理学だけでなく、医学や工学にも及び、現在も広く活用されて

います。

W.C.レントゲン
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